
参加者の声

「先進地区の取り組みが知りたい！」
三瀬校区社協からの視察を受け入れました

脇山校区

さわら南
よかとこネットって？

　脇山校区社協では、令和5年8月31日に佐賀市の三瀬校区社会福祉協議会からの視察を受け
入れました。
　山間部で高齢化率が高いという共通点がある2つの校区。三瀬校区社協は設立から3年が経
ち、今後の地域の見守り体制の整備・連携をスムーズに行なうために、脇山校区の取り組みを勉
強したいという熱心な思いから今回の視察が実現しました。
　当日は、早良区南部で活動されている「さわら南よかとこネット」も参加し、地域と福祉事業所
との関わりについてお話しいただきました。それらの話を踏まえての意見交換では、買い物支援
バスについての意見が多く聞かれました。三瀬校区も買い物への支援はこれから必須になると
考えておられるようで、大盛り上がりの意見交換となりました。
　他県ではありますが、三瀬校区と脇山校区は車で20分ほどの距離にあります。今回できた縁
を大切に、これから長いお付き合いにしていきたいです。

・地域の会議が充実している印象を受けた。まずは    
　集うことが一番だと思った。
・買い物支援があるとのびのびと買い物ができ、車
　内での会話も楽しそうだと思った。三瀬でも取り
　組みたい。
・普段関わることがない他県の社協と繋がりができ
　てよかった。これからもこのような場を持ってい
　きたい。

　早良区南部にある介護・医療・障がい
事業所と第6・7いきいきセンター、区社
協で構成するネットワークです。地域の
方が行なう地域づくりのお手伝いを日々
行なっています。

福岡市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

ここっと
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高齢者地域支援会議って？

。
相談無料

田村校区

　住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる
よう、校区の目指す姿をみんなで共有し実現に向けて取り組
んでいくための話し合いの場のことです。

「第１回入部校区サロン対抗ボッチャ大会」開催！！

　田村校区では令和元年度から高齢者地域支援会議を実施しています。この会議をきっかけに、
翌年には「ふれあいネットワーク活動」（高齢者や障がいのある方、子育て世帯などへの見守りや
声かけ訪問などを行なう活動）を立ち上げ、高齢者支援を行なってきましたが、活動も軌道に乗っ
てきたため、校区全体の課題やその対応策などについて関係者で改めて話し合う場をもちまし
た。多世代交流の企画や新たな居場所作りなど、出された意
見をまちづくりプランとしてまとめ、「いくつになっても生きが
いと役割を持って暮らすことのできるまち」になるよう、校区一
丸となって取り組んでいく準備が進められています。

　令和５年７月に、入部校区社協主催、入部校区体育振興会協賛のも
とサロン対抗ボッチャ大会を行ないました。
　早良区南部に位置する入部校区は、南北約３．５キロメートルと縦長
く、非常に広い地域です。当日は、校区内の５つのサロンが参加し、パ
ラリンピックの正式種目でもあるボッチャを通してサロン同士の交流

を深めました。
　初めての試みでしたが、選手・
応援者あわせて総勢56名が参
加され、歓声と笑い声の絶えな
いとても賑やかな時間になりま
した。審判は体育振興会の方々
にご協力いただき、総当たり戦の
全１０試合、どの試合もとても白
熱した戦いでした。

申込方法：新型コロナウイルス感染拡大予防のため、
 当面の間、電話による相談受付（要予約）としております。

生活上のよろず相談会 弁護士・行政書士・社会保険労務士が対応いたします

相 談 内 容 相続・遺言・生前贈与、後見制度、年金・社会保険等各種相談
相談できる方 早良区にお住まい、もしくは通勤・通学先が早良区の方
開 催 日 時 毎週火曜日16時～17時30分（祝日、お盆、年末年始を除く）
会場・問合せ先 早良区社協事務所　TEL 832-7383
相 談 時 間 1名につき30分まで

～互いに支え合える校区を目指して～
住んでよかったと思えるまちに１歩前進！
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